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 リアルタイム地震情報を利用した防災システムでは、リアルタイム地震情報を受信してのち、その震源情報

（震源位置、マグニチュード、発震時刻）から走時表・距離減衰式などを用いて目的とする地点でのＳ波到達時刻・

地震動の強さを算出し、自動制御の判定に用いる。 

 このシステムを構築する場合、被害が予測される想定地震が起きた時にどの程度の地震動の強さでＳ波到達

までの余裕時間はどれだけであるか事前に予測し、それに見合った制御内容として反映させることが有効である。

また秒を争う情報であるため、情報の伝達や処理にかかる時間も考慮しておかねばならない。 

 

 本研究では、リアルタイム地震情報システムによって実際に求められた震源パラメータをもとに、余裕時間

と震度の関係を調べる。また、リアルタイム地震情報から予測される地震動の強さとＳ波到達までの余裕時間が実

際に観測されたものとどの程度相違するのかについても実測の震度データや検測値データと比較することにより

考察を行う。同時に防災情報として利用する立場から、必要な震源情報自体の精度についても考察する。 
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